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３月定例会３月定例会
主な内容

（関連記事Ｐ18・Ｐ19）
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安全な かわら町

Qドローンを１台購入するとのことだが、
　性能を精査し、２台購入するほうが実
　用的では。
Aサーモグラフィカメラ機能など高性能
　な機器を導入し、人が入れない山火事
　などで活用したい。

Q団員の確保が課題であるが、啓発は。
　また、老朽化した施設の改善は。
A各分団の声掛けにより団員の確保に努
　めている。また、各施設の現状は把握
　しているため、計画的に改修等を進め
　ていきたい。

購入予定のドローンのイメージ

2
2024年４月

かわら町議会だより　No.99

490万円
消防団にドローンを配備

国の補助事業に採択された場合、ドロ
ーンを１台購入し、消防団員約15名に
ドローン講習を行う予定。災害などの
被害状況の早期把握や山林における遭
難者の捜索など、防災力の向上を図り
ます。

新規

（暮らしを守る・人を育む・社会をつくる）に区分して表示しています。

議決結果など
議会情報はこちらから

令和６年３月議会は、３月５日（火）から15日（金）までの
11日間で開かれました。町から提出された計30件の議案は、
一般会計当初予算をはじめ、条例改正、補正予算及び人事など
で、慎重に審議し、すべて原案のとおり可決しました。
また、議員から提出された「香春町議会議員の請負の公表に関
する条例」を審議し、可決しました。

おもな審議結果を UPPIC K

予算総額は歳入歳出それぞれ68億22万円（対前年比２億8407万円減）であり、主な減少
要因は防災行政無線再整備事業の減によるものです。
また、歳出における性質別経費は、義務的経費31億1912万円（対前年比２億1960万円
増）、投資的経費７億2922万円（対前年比７億1512万円減）、その他の経費29億5188万
円（対前年比２億1145万円増）となっています。
新規事業をはじめ、18件の予算を、第５次香春町総合計画の３つの基本目標「暮らしを
守る」「人を育む」「社会をつくる」に区分し紹介します。

義務的経費：人件費、扶助費及び公債費で、支出が義務づけられ任意に削減できない経費。
投資的経費：建設事業費など、道路や施設など将来に残るものに支出される経費。

用語
解説

３月定例

令和６年度一般会計当初予算の概要
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予算は、第５次香春町総合計画の３つの基本目標3
2024年４月
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安心
3173万円

新たな公共交通に期待

４月１日より、運行ルートを定めず、
予約が入った場合のみ乗り合いで運行
するＡＩオンデマンドバス「かわらく
バス」を運行開始。利用するには、電
話かウェブからの予約が必要。

※コミュニティバスとのりあいタクシ
　ーは３月末で運行を終了。

詳しくは、まちづくり課（☎32-8408）

Q476名の登録があるが、この予算で運行
　できる想定か。
A３台で運行できる見込みである。運行状
　況により、システムの乗り合い率を調整
　するなど対応していく。

1億2221万円

大任町し尿処理・じん芥処理・
埋立処分施設建設事業負担金

田川地区広域新ごみ処理施設及び埋立
処分場の建設に伴う負担金。

3936万円
国土調査を推進

今年度の調査は、中津原区、紫竹原区、
宮尾１区、宮尾２区、宮尾３区の0.32
㎢を実施予定。令和６年度末で進捗率
は83.62％になります。

新規

建設中の広域新ごみ処理施設

暮らしを守る

工事の進捗状況は
３月定例会で、令和５年12月21日に
開催された令和５年田川郡東部環境
衛生施設組合議会第５回定例会の内
容を山下議員から報告。

▶建設中のごみ処理・埋め立て処分
　施設の進捗状況は、組合長から順
　調に試運転開始に向けて進んでい
　る旨の報告がありました。

▶調査特別委員会の松下委員長から
　は、証人尋問が行えておらず、調
　査が進んでいない旨の経過報告が
　ありました。

▶付議された４つの案件は、慎重審
　議の結果、原案のとおり可決・承
　認されました。



当
初
予
算

定
例
会

一
般
質
問

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議
会
活
動

卒
業
式
・
入
学
式

4
2024年４月

かわら町議会だより　No.99

4653万円
子育ての拠点整備事業に

旧香春小学校の１階に整備する子育て
支援センターの実施設計や公園・道路
等の周辺整備の設計を委託。
施設２階の指定管理者である株式会社
クリエイティブジャパンは４月から業
務を開始。

10万円
九州大会以上で助成

九州大会以上のスポーツ及び芸術大会
に出場する個人または団体に対し、参
加費用の一部を助成。
助成金額は、個人では開催会場によっ
て１万円から３万円とし、団体では出
場者数に１万円を乗じた額とし、５万
円を限度とする。

詳しくは、生涯学習課（☎32-8410）

新規新規

47万円

スポーツフェスタで
地域交流を

町内在住者もしくは町内に通勤通学し
ている者で、１チーム３名で参加。
11月頃に屋内でニュースポーツを３種
目ほど実施し、１位から３位までのチ
ームへの景品や参加賞を準備する予定。

つかめ　全国大会出場

一番の かわら町

楽しくスポーツを

２階　集いの場に

２階　新たな教室で学ぶ
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子育て
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49万円

ケアトランポリン教室の
実施を継続

県補助金を活用し、18歳以上を対象に
運動習慣定着を目標に実施。
県より令和９年度から高齢者の介護予
防を目的とし、市町村が自主運営で行
う活動に移行していく案が示されたた
め、令和７年度以降は運営方法を検討。

詳しくは、保険健康課（☎32-8401）

4261万円
老朽化した設備を更新

町民センターの町民ホールとコンベンシ
ョン室の音響機械設備を更新する予定。

Q映像設備も併せて更新しては。
A今回の工事のなかで可能な範囲で対
　応する。

2943万円
引き続き無償化に

国の臨時交付金を活用し、引き続き、
令和６年４月から令和７年３月までの
香春思永館の給食費を無償化。令和７
年度以降は国の動向を見ながら検討。

454万円
進学の支援に

継続者４名分と新規６名分を見込んだ
給付型奨学金の予算を計上。
田川市郡の広域政策のひとつで、学業
が優秀であるにもかかわらず経済的な
理由により修学が困難な方に給付する
制度。

　入学支度金：15万円（１回限り）
　修 学 資 金：月額３万円

※令和６年度の募集は４月30日に
　終了しています。

詳しくは、学校教育課（☎32-8409）

町民ホール

人を育む
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つなげる かわら町

500万円
住宅新築応援交付金

空き家・空き地情報バンクに登録され
た土地または町分譲地に住宅を新築す
る者で、直近３年以上町外に住んでい
た転入者及び転入後町内の賃貸住宅に
住んで５年以内の者かつ夫婦の合計年
齢が80歳以下または15歳以下の子育
て世帯に対し最大100万円を交付。

詳しくは、まちづくり課（☎32-8408）

新規

新規

525万円
空き家のリフォーム代を補助

空き家・空き地情報バンクに登録され
た物件のリフォーム工事で最大100万
円、残存する家財処分の費用に対し最
大５万円を交付。

詳しくは、まちづくり課（☎32-8408）

一般社団法人
カワラカケルへ委託

元地域おこし協力隊と集落支援員で一般社
団法人カワラカケルを設立し、移住・定住
に関する業務を委託することで、窓口のワ
ンストップ化を図る。

490万円
移住・空き家相談室運営業務を委託

563万円

空き家・空き地情報バンクの
運営業務を委託

414万円

移住・定住に関する情報発信や
イベントへの出展等の業務を委託

Q空き家の活用は、地域に入り能動的に動
　く必要があるが、委託する業務内容は。
A空き家の発掘、移住支援、アフターフォ
　ローまでの一貫した業務を委託する。ま
　た、地域に入って活動を行っていただく
　予定。

アークフィールド思永分譲地アークフィールド思永分譲地

採銅所駅舎第二待合室を拠点に

リフォームで再活用
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次世代へ
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2億円
ふるさと納税の目標額は

2337万円
企業版ふるさと納税の目標額は

Q企業版ふるさと納税の端数は。
A話をいただいている金額等の合計金
　額である。

5230万円
農業施設の改修に

農道２箇所、井堰３箇所、ため池１箇
所の工事を予定。

Q３月補正予算で減額した井堰の工事
　費もこの予算に含まれているのか。
A含まれている。令和５年度は部品全
　体の更新予定だったが、令和６年度
　は劣化部分のみの改修で行う予定。

150万円
特産品開発支援に

特産品開発に取り組む者が、町内で生
産される農林産物を使用し、町内で加
工する場合、商品開発に要する費用等
を30万円まで補助する。

詳しくは、産業振興課（☎32-8406）

新規新規

30万円
地域活性化に向けて

地域づくりを担う団体等の活動の活性
化を図り、町のにぎわいの創出と持続
可能な地域づくりを推進するために補
助金を交付。５万円を上限に６団体の
枠で検討中。

Q町内の方にも目を向けて予算を拡充
　する考えは。
A小さな活動にも支援して、地域運営
　組織の活動につなげていきたい。補
　助内容は状況を見ながら検討する。

詳しくは、まちづくり課（☎32-8408）
地域独自の特産品を

社会をつくる

工事予定の農道工事予定の農道
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議員提案の条例制定

町長提案の条例改正

質疑

総務文教常任委員会　審査

委員長から審査結果を報告

議案上程　発議第１号香春町議会議員の請負の状況の公表に関する条例の制定について

議案上程　議案第２号香春町政治倫理条例の一部を改正する条例の制定について

議員個人による町との請負が可能に

地方自治法の一部改正により、議員の請負に関する規制が緩和されたため、関係条文の整備を行うものである。

Q法人は請負できるか。
A法改正前でも、議員が取締役等を務める法人は請負業務が主要部分を占めなければ請負が可能である。

Q条文中に「町民に疑惑の念を生じさせないようにしなければならない」とあるが、300万円までの請負
　なら疑念が生じないと解釈できるのか。
A町民に疑念を生じさせないことは大前提である。今回の改正は、請負の定義を明確化し、議員のなり手
　不足解消のため、町との300万円までの請負を可能とするものである。

上記の香春町政治倫理条例の一部を改正する条例の制定内容のとおり、政令で定める一定金額300万円まで
は、議員個人による町との請負が可能となったため、請負状況の透明性を確保するために、公表に関する条
例を制定するものである。
〈条例の主な内容〉
　①議員は、毎年６月１日から同月30日までの間に、前会計年度中に町と請負をした状況を議長に報告し
　　なければならない。
　②議長は、請負の状況の報告の一覧を作成し、公表しなければならない。
　③議長に対し、報告等の閲覧または写しの交付を請求することができる。
※本条例は令和５年度における請負から適用されるため、公表は令和６年度からになります。

委員長報告のとおり賛成多数で可決　賛成７人　反対５人

総務文教常任委員会へ付託

本会議へ付議

賛成多数で可決　賛成10人　反対２人

請負金額の大小に関わらず、町民に疑念を抱かれるのではないか、など様々な意見が出されましたが、
慎重審査の結果、原案のとおり、可決。

地方自治法の改正内容

・請負の定義の明確化

・議会の適正な運営を確保
　する観点から政令で定め
　る額（300万円）の範囲
　内で個人による地方公共
　団体に対する請負が可能

【改正後】【改正前】
地方公共団体

金銭 物品・サービス

議員（個人）

全面的に禁止

金銭 物品・サービス

議員が取締役等を
務める法人

請負が業務の主要部分を
占める法人に限り禁止

＝請負＝
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契約金額　651万２千円

電気・給排水設備の
更新に向けて　

給食センターの老朽化した配管の改修
を行うため、設計業務の委託契約を締
結。令和６年６月議会で工事請負費の
補正予算を計上し、夏休み期間中の工
事完了を目指す。

Q使用する材料など今後の維持管理を
　踏まえ設計をしてほしいが。
A設計業者と町職員などで協議し、設
　計業務を進めている。

351万円
一緒に楽しく遊べる広場に

総合運動公園こども広場の一部を整地し、
一人用と二人用の幼児向けの遊具を設置
する工事を行う予定。令和６年度に予算
を繰越して実施。

【全員賛成で同意】

任期は３年間
令和６年４月１日～令和９年３月３１日

固定資産評価審査委員会
委員の選任に同意

よしざき　　としひろ

吉﨑　利宏 氏
（新町区）

再

設置予定箇所設置予定箇所

３月補正予算

３月議会

老朽化した配管

設置する遊具のイメージ
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防
災
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を
43
行
政
区
設
置
し
た
い

ふじ　い　　　きよたか

藤井　清孝　議員

地域で助け合う自主防災組織
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能
登
半
島
地
震
は
甚
大
な
被

　
　
害
が
出
た
。
当
町
は
、
幸
い

に
も
今
ま
で
大
き
な
災
害
が
な
い
。

当
町
に
と
っ
て
の
自
然
災
害
と
は
。

■答　
江
藤
総
務
課
長

　
風
水
害
や
地
震
災
害
を
想
定
。

　
　
当
町
の
た
め
池
の
数
は
。

■答　
江
藤
総
務
課
長

　
防
災
重
点
た
め
池
が
32
箇
所
。

　
　
自
主
防
災
組
織
と
は
。

■答　
江
藤
総
務
課
長

　
災
害
発
生
時
に
住
民
が
連
携
を

取
り
、
互
い
の
身
を
守
る
防
災
活

動
組
織
で
あ
る
。

　
　
第
５
次
総
合
計
画
に
あ
る
香

　
　
春
町
国
土
強
靭
化
計
画
と
は
。

■答　
江
藤
総
務
課
長

　
河
川
、
水
路
、
道
路
等
を
計
画

的
に
強
靭
化
し
て
い
く
こ
と
。

　
　
過
去
、
43
行
政
区
に
自
主
防

　
　
災
組
織
の
設
立
を
お
願
い
し

て
い
る
が
。

■答　
江
藤
総
務
課
長

　
平
成
23
年
に
土
砂
災
害
警
戒
区

域
等
が
指
定
さ
れ
、
住
民
説
明
会

で
自
主
防
災
組
織
の
設
立
を
お
願

い
し
た
。

　
　
第
５
次
総
合
計
画
で
は
、
自

　
　
主
防
災
組
織
の
設
置
目
標
値

が
36
行
政
区
と
あ
る
。
43
行
政
区

が
全
て
だ
が
、
他
は
設
置
し
な
く

て
い
い
の
か
。

■答　
江
藤
総
務
課
長

　
43
行
政
区
に
設
置
し
た
い
。

　
　
危
機
管
理
の
体
制
で
、
一
次

　
　
避
難
所
は
何
箇
所
か
。

■答　
江
藤
総
務
課
長

　
町
内
14
箇
所
。

　
　
二
次
避
難
所
は
ど
こ
か
。

■答　
江
藤
総
務
課
長

　
福
祉
的
な
位
置
づ
け
で
香
泉
荘

と
隣
保
館
で
あ
る
。

　
　
土
砂
崩
れ
等
の
危
険
箇
所
や

　
　
密
集
地
で
の
火
災
発
生
な
ど
、

危
険
エ
リ
ア
に
あ
る
家
屋
の
数
は
。

■答　
江
藤
総
務
課
長

　
危
険
箇
所
に
あ
る
家
屋
数
は
把

握
し
て
い
な
い
。
平
成
26
年
の
香

春
町
耐
震
改
修
促
進
計
画
で
耐
震

化
が
行
わ
れ
て
い
な
い
昭
和
56
年

以
前
の
住
宅
戸
数
は
３
１
２
４
戸
。

　
　
国
は
、
高
齢
世
帯
の
耐
震
改

　
　
修
促
進
対
策
を
検
討
す
る
と

言
う
が
、
耐
震
の
無
料
化
や
調
査

は
で
き
る
か
。

■答　
江
藤
総
務
課
長

　
国
や
県
か
ら
の
情
報
が
あ
れ
ば

住
民
へ
伝
え
た
い
。

　
　
第
５
次
総
合
計
画
の
防
災
の

　
　
重
点
施
策
に
「
防
災
意
識
の

高
揚
・
自
主
防
災
組
織
の
機
能
強

化
」
と
あ
り
、
町
民
と
行
政
が
連

携
し
、
自
主
防
災
組
織
の
新
規
立

ち
上
げ
及
び
育
成
等
あ
る
が
、
住

民
へ
の
啓
発
と
周
知
は
。

■答　
江
藤
総
務
課
長

　
個
別
の
課
題
把
握
の
た
め
地
区

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
。

　
　
自
主
防
災
組
織
の
先
は
、
地

　
　
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
。
行
政
と

住
民
が
協
働
で
自
主
防
災
組
織
を

設
置
し
、
香
春
に
住
ん
で
良
か
っ

た
と
思
え
る
町
に
。

■答　
島
ノ
江
副
町
長

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
し
っ
か

り
す
れ
ば
、
防
災
の
強
い
町
で
あ

る
。
43
行
政
区
に
自
主
防
災
組
織

が
設
置
で
き
る
よ
う
努
力
す
る
。

町政を問う「一般質問」とは、議員が町長など執行機関に対し、町の行財政
全般について疑問点をただし、報告や説明を求めること
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問問

基盤整備で農業の持続を

品揃えが減った漬物

水
稲
生
産
を
活
か
し
た
特
産
品
の
開
発
は

町
　
長

　
目
的
を
持
っ
た
生
産
者
等
と
協
議
し
進
め
る

すず　き　　りょういち

鈴木　良一 副議長
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町政を問う
　
　
基
幹
産
業
で
あ
る
水
稲
を
活

　
　
か
し
た
特
産
品
の
開
発
と
ブ

ラ
ン
ド
化
を
図
る
た
め
の
大
規
模

な
施
設
整
備
の
考
え
は
。

■答　
鶴
我
町
長

　
生
産
者
及
び
団
体
等
と
膝
を
突

き
合
わ
せ
て
協
議
し
て
進
め
る
。

 

農
業
後
継
者
の
育
成
は

　
　
農
家
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
で

　
　
後
継
者
が
い
な
い
、
不
足
し

て
い
る
と
の
回
答
が
一
番
多
か
っ

た
が
、
後
継
者
不
足
の
対
策
は
。

■答　
佐
野
産
業
振
興
課
長

　
新
規
就
農
と
集
落
営
農
の
推
進

で
あ
り
、
農
業
委
員
会
と
一
体
と

な
っ
て
重
点
区
域
と
し
た
６
地
区

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
て
い
る
。

 

農
地
の
基
盤
整
備
は

　
　
農
家
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で

　
　
も
基
盤
整
備
が
必
要
と
あ
り
、

総
合
計
画
で
も
農
業
基
盤
の
整
備

を
進
め
る
と
あ
る
が
、
実
施
計
画

に
全
く
事
業
費
の
計
上
が
な
い
。

具
体
的
な
方
針
は
。

■答　
佐
野
産
業
振
興
課
長

　
地
域
に
推
進
委
員
を
設
置
し
、

準
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
地
域

で
の
議
論
が
必
要
。
集
落
営
農
の

延
長
線
上
に
基
盤
整
備
が
あ
る
と

の
認
識
で
進
め
る
。

　
　
農
家
ア
ン
ケ
ー
ト
で
基
盤
整

　
　
備
が
必
要
と
し
て
い
る
集
落

は
わ
か
っ
て
い
る
た
め
、
町
か
ら

集
落
に
合
っ
た
仮
の
基
盤
整
備
の

図
を
示
し
て
進
め
て
い
く
考
え
は
。

■答　
佐
野
産
業
振
興
課
長

　
集
落
営
農
を
ど
の
地
域
で
、
ど

の
範
囲
で
や
る
の
か
な
ど
、
集
落

に
ど
の
よ
う
な
取
組
が
必
要
か
と

い
っ
た
議
論
か
ら
始
め
た
い
。

 

農
業
生
産
物
の
支
援
は

　
　
食
品
衛
生
法
の
改
正
で
、
漬

　
　
物
の
販
売
は
加
工
施
設
の
許

可
が
必
要
と
な
り
、
道
の
駅
へ
の

出
荷
者
の
減
少
や
来
町
者
の
減
少

も
予
想
さ
れ
る
。
対
策
で
、
加
工

施
設
整
備
の
補
助
を
行
う
考
え
は
。

■答　
佐
野
産
業
振
興
課
長

　
県
が
補
助
事
業
を
新
設
す
る
情

報
が
あ
る
。
動
向
を
見
て
対
応
。

　
　
農
地
の
耕
作
放
棄
地
対
策
で
、

　
　
サ
ツ
マ
イ
モ
等
を
作
付
け
し
、

町
の
特
産
品
に
し
た
い
生
産
者
が

い
る
が
、
支
援
の
考
え
は
。

■答　
佐
野
産
業
振
興
課
長

　
町
、
普
及
セ
ン
タ
ー
、
農
協
、

道
の
駅
香
春
、
商
工
会
で
特
産
品

の
検
討
を
行
っ
て
お
り
、
何
の
支

援
が
必
要
か
検
討
し
て
い
く
。

 

地
域
活
動
の
活
性
化
は

　
　
地
域
の
活
性
化
や
教
育
力
の

　
　
向
上
に
つ
な
が
る
地
区
公
民

館
活
動
が
活
性
化
す
る
た
め
の
具

体
的
な
取
組
は
。

■答　
池
本
生
涯
学
習
課
長

　
地
区
公
民
館
活
動
は
大
変
重
要

な
も
の
と
認
識
し
て
お
り
、
地
区

公
民
館
連
絡
協
議
会
と
協
力
し
な

が
ら
活
動
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
く
。

　
　
令
和
６
年
度
か
ら
新
た
に
行

　
　
う
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
の
開

催
内
容
は
。

■答　
池
本
生
涯
学
習
課
長

　
町
内
在
住
者
も
し
く
は
町
内
に

通
勤
通
学
す
る
者
で
チ
ー
ム
を
つ

く
り
、
11
月
頃
に
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
を
実
施
す
る
予
定
。
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問

問問問 問

問問問

未
だ
に
主
食
を
家
か
ら
持
っ
て
き
て
い
る
が

福
祉
課
長

　
前
向
き
に
検
討

やました　　たけし

山下　剛　議員

出典：東洋ライス株式会社ホームページ

当
初
予
算

定
例
会

一
般
質
問

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議
会
活
動

卒
業
式
・
入
学
式

　
　
い
つ
か
ら
保
育
所
に
主
食
を

　
　
持
参
し
て
い
る
か
。

■答　
森
江
福
祉
課
長

　
昭
和
24
年
に
給
食
が
始
ま
り
、

米
の
確
保
が
困
難
で
主
食
を
自
分

で
用
意
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
　
朝
炊
い
た
も
の
か
疑
問
が
残

　
　
る
。
調
査
し
て
い
る
か
。

■答　
森
江
福
祉
課
長

　
朝
炊
い
て
き
て
い
な
い
家
庭
も

あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
衛
生
管
理
が
不
届
き
の
冷
た

　
　
い
主
食
と
温
か
い
副
食
を
一

緒
に
食
べ
て
い
る
状
況
を
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

■答　
鶴
我
町
長

　
し
っ
か
り
検
証
し
て
い
く
。

　
　
主
食
を
金き

ん
芽　

め
　

米ま
い

に
変
え
て
は
。

　
　
栄
養
価
が
高
く
、
金
芽
と
亜

糊
粉
層
の
部
分
に
、
栄
養
と
う
ま

み
が
あ
る
。
残
食
率
が
減
っ
た
と

こ
ろ
も
あ
る
と
聞
い
た
が
、
香
春

思
永
館
の
米
飯
の
残
食
率
は
。

※

亜
糊
粉
層
（
あ
こ
ふ
ん
そ
う
）

　
と
は
、
デ
ン
プ
ン
層
と
ヌ
カ
層

　
の
間
に
あ
る
厚
さ
数
ミ
ク
ロ
ン

　
の
層
の
こ
と
。

■答　
加
々
見
学
校
教
育
課
長

　
残
食
率
は
や
や
高
い
傾
向
に
あ

る
。
前
期
児
童
は
１
・
６
％
、
後

期
生
徒
で
は
８
・
２
％
。

 

思
永
館
の
転
校
生
に

 

制
服
と
体
操
服
の
支
給
を

　
　
入
学
お
祝
い
事
業
で
制
服
と

　
　
体
操
服
が
無
償
だ
が
転
校
生

も
無
償
に
で
き
な
い
か
。

■答　
加
々
見
学
校
教
育
課
長

　
転
校
生
を
対
象
に
検
証
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
制
度
の
整
理
・
見
直

し
が
必
要
。

 

ケ
ア
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
は

　
　
現
在
ま
で
の
実
施
成
果
、
今

　
　
後
の
方
針
は
。

■答　
進
保
険
健
康
課
長

　
実
施
回
数
17
回
、
１
回
の
参
加

数
７
・
５
人
。
令
和
６
年
度
は
、

継
続
し
て
実
施
。

 

民
間
団
体
や
法
人
団
体
の

 

活
動
に
対
す
る
助
成
は

　
　
法
人
立
ち
上
げ
の
と
き
に
助

　
　
成
を
行
っ
て
い
る
か
。

■答　
佐
野
産
業
振
興
課
長

　
商
工
会
と
連
携
し
創
業
支
援
事

業
を
進
め
て
い
る
。
個
人
事
業
主

も
含
め
中
小
企
業
基
本
法
上
の
小

規
模
事
業
者
が
主
な
対
象
で
、
公

益
的
な
法
人
は
対
象
外
。

　
　
以
前
、
民
間
団
体
に
も
補
助

　
　
を
と
質
問
し
た
が
、
進
展
は
。

■答　
國
安
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
地
域
の
方
が
企
画
す
る
地
域
活

性
化
に
つ
な
が
る
取
組
の
支
援
と

し
て
、
令
和
６
年
度
の
当
初
予
算

で
30
万
円
計
上
。

 

ゴ
ミ
の
収
集
は

　
　
組
の
加
入
状
況
や
加
入
促
進

　
　
の
方
法
と
そ
の
効
果
は
。

■答　
江
藤
総
務
課
長

　
加
入
率
は
約
65
％
。
転
入
の
手

続
き
の
際
に
チ
ラ
シ
等
で
促
進
し

て
い
る
が
効
果
は
あ
ま
り
な
い
。

　
　
不
法
投
棄
や
他
地
域
か
ら
持

　
　
ち
込
ま
れ
る
ゴ
ミ
対
策
は
。

■答　
新
谷
税
務
住
民
課
長

　
地
域
の
方
と
話
し
、
捨
て
た
人

が
確
認
で
き
た
場
合
は
指
導
を
し

て
い
る
。

　
　
組
に
入
っ
て
い
な
い
方
に
も

　
　
ゴ
ミ
箱
の
管
理
代
を
共
益
費

と
し
て
負
担
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

■答　
江
藤
総
務
課
長

　
区
長
会
、
役
員
会
と
の
会
議
の

な
か
で
検
討
す
る
。

　
　
田
川
地
区
で
の
広
域
ご
み
処

　
　
理
に
移
行
す
る
準
備
は
。

■答　
新
谷
税
務
住
民
課
長

　
分
別
の
種
類
と
ご
み
袋
を
ど
う

す
る
か
話
し
合
っ
て
い
る
。

町政を問う
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算
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一
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会
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問
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問問

かわらくバス運行開始

笑顔のある風景

Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
登
録
状
況
は

ま
ち
づ
く
り
課
長

　
３
月
４
日
現
在
で
４
７
６
名
の
登
録

やまおか　　とおる

山岡　徹　議員
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町政を問う
　
　
広
域
協
定
を
結
ん
で
町
外
の

　
　
病
院
や
買
い
物
に
行
き
た
い

要
望
を
把
握
す
る
た
め
、
ア
ン
ケ

ー
ト
を
取
っ
て
は
。

■答　
國
安
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
１
年
位
運
行
し
て
取
り
た
い
。

 

学
校
跡
地
は

　
　
中
津
原
集
学
校
の
運
営
方
針

　
　
は
。

■答　
國
安
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
集
学
校
同
士
で
い
ろ
ん
な
イ
ベ

ン
ト
を
考
え
る
な
ど
、
発
展
し
て

い
く
と
考
え
て
い
る
。

　
　
現
在
の
テ
ナ
ン
ト
数
や
運
営

　
　
状
況
は
。

■答　
國
安
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
貸
し
教
室
で
あ
る
普
通
教
室
は
、

９
事
業
者
入
り
全
て
埋
ま
っ
た
。

　
月
々
の
共
益
費
を
維
持
管
理
費

に
活
用
し
て
い
る
。

 

移
住
定
住
は

　
　
協
力
隊
員
、
集
落
支
援
員
を

　
　
活
用
し
た
法
人
化
の
内
容
は
。

■答　
國
安
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
一
般
社
団
法
人
カ
ワ
ラ
カ
ケ
ル

を
設
立
し
、
採
銅
所
駅
舎
第
二
待

合
室
の
管
理
運
営
業
務
や
相
談
業

務
に
加
え
、
空
き
家
・
空
き
地
バ

ン
ク
事
業
な
ど
の
業
務
を
委
託
す

る
予
定
。
　

　
　
北
九
州
空
港
の
滑
走
路
延
長

　
　
工
事
や
国
道
の
４
車
線
化
工

事
を
踏
ま
え
、
香
春
町
の
５
年
後
、

10
年
後
を
見
据
え
た
方
策
は
。

■答　
鶴
我
町
長

　
当
町
の
地
域
的
な
有
利
性
は
大

き
い
。
企
業
誘
致
を
考
え
て
い
く
。  

ふ
る
さ
と
納
税
は

　
　
現
在
の
寄
付
金
額
と
件
数
は
。

■答　
國
安
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
２
月
末
で
１
億
７
６
４
７
万
円
。

１
月
末
で
約
１
万
９
７
０
０
件
。

　
　
サ
イ
ト
に
ア
ッ
プ
す
る
ま
で

　
　
の
手
順
は
。　

■答　
國
安
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
商
品
紹
介
の
内
容
確
認
、
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
の
制
作
及
び
県
と
総

務
省
の
審
査
な
ど
、
全
て
の
手
続

き
が
完
了
し
た
後
、
サ
イ
ト
に
ア

ッ
プ
す
る
ま
で
約
２
ヶ
月
か
か
る
。

 

子
育
て
支
援
は

　
　
香
春
思
永
館
に
遊
具
が
少
な

　
　
い
。
整
備
計
画
は
。

■答　
加
々
見
学
校
教
育
課
長

　
新
規
に
遊
具
を
設
置
す
る
計
画

は
現
在
な
い
。

　
　
総
合
運
動
公
園
は
自
転
車
の

　
　
利
用
制
限
は
あ
る
の
か
。

■答　
池
本
生
涯
学
習
課
長

　
駐
輪
場
も
あ
り
乗
り
入
れ
は
可

能
。
曲
芸
な
ど
の
危
険
な
行
為
は

禁
止
。

　
　
４
年
生
に
な
る
ま
で
公
道
で

　
　
自
転
車
に
乗
れ
な
い
校
則
は

あ
る
の
か
。

■答　
加
々
見
学
校
教
育
課
長

　
学
校
で
は
、
子
ど
も
の
成
長
や

判
断
能
力
か
ら
、
４
年
生
で
自
転

車
教
室
を
行
い
、
公
道
に
出
る
よ

う
指
導
し
て
い
る
。

国道201号
４車線化工事
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問問

問

問

令
和
６
年
度
の
米
飯
給
食
は

学
校
教
育
課
長

　
週
３
回
を
週
４
回
に
増
や
す
予
定

かわ　の　　　ふじのり

川野　藤則　議員

米を100％使ったパン
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令
和
６
年
度
の
米
飯
給
食
は
。

■答　
加
々
見
学
校
教
育
課
長

　
来
年
度
以
降
の
米
飯
は
、
現
行

週
３
回
を
週
４
回
に
増
や
す
予
定

で
、
パ
ン
食
は
週
１
回
と
し
、
米

飯
に
合
う
献
立
作
成
に
着
手
し
て

い
る
。
７
分
づ
き
米
飯
は
月
１
回

の
導
入
を
継
続
す
る
予
定
。

　
　
香
春
思
永
館
の
令
和
６
年
度

　
　
の
食
育
体
験
計
画
は
。

■答　
加
々
見
学
校
教
育
課
長

　
今
年
度
実
施
し
た
事
業
を
一
部

改
善
し
来
年
度
も
行
う
。

　
具
体
的
に
は
、
タ
ケ
ノ
コ
掘
り

体
験
は
加
工
場
の
見
学
ま
で
、
芋

ほ
り
体
験
は
作
付
け
か
ら
収
穫
ま

で
を
検
討
。

 

観
光
振
興
は

　
　
新
た
な
観
光
資
源
の
発
掘
、

　
　
観
光
コ
ー
ス
の
開
発
は
。

■答　
佐
野
産
業
振
興
課
長

　
オ
ル
レ
コ
ー
ス
の
認
定
の
ほ
か
、

観
光
協
会
と
協
議
し
な
が
ら
、
飲

食
店
マ
ッ
プ
の
発
行
や
観
光
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向

け
て
、
歩
い
て
史
跡
を
巡
る
、
城

下
町
物
語
、
万
葉
物
語
、
御
神
鏡

物
語
の
３
コ
ー
ス
を
設
置
。
ま
た
、

福
岡
県
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
協
議
会
に
参
加
し
て
、
筑
豊
周

遊
ル
ー
ト
等
を
活
用
し
、
情
報
発

信
し
て
い
く
。

　
　
情
報
の
発
信
に
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

　
　
行
う
の
が
最
も
効
果
が
あ
る

が
、
そ
の
管
理
体
制
は
。

■答　
島
ノ
江
副
町
長

　
ま
ち
づ
く
り
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
担
当
と
全
課
担
当
を
集
め
て
会

議
を
持
ち
、
常
に
監
視
体
制
を
整

え
て
い
る
。

 
農
業
の
振
興
は

　
　
米
農
家
の
赤
字
を
解
消
す
る

　
　
た
め
に
は
、
米
の
付
加
価
値

を
上
げ
る
必
要
が
あ
る
が
、
米
を

活
用
し
た
新
た
な
特
産
品
の
開
発
、

製
造
の
た
め
の
製
粉
所
や
製
麺
所

等
の
生
産
体
制
及
び
設
備
を
町
が

主
導
し
て
整
備
し
て
は
。

■答　
佐
野
産
業
振
興
課
長

　
実
施
主
体
は
生
産
者
、
米
粉
製

造
事
業
者
、
米
粉
パ
ン
製
造
事
業

者
、
こ
れ
ら
の
連
携
事
業
者
で
、

国
の
認
定
を
受
け
る
と
支
援
や
融

資
制
度
が
あ
る
。
実
施
主
体
が
現

れ
る
と
、
こ
の
制
度
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
　
小
規
模
の
農
業
用
施
設
で
、

　
　
改
修
が
必
要
な
箇
所
の
把
握

と
改
修
計
画
は
。

■答　
佐
野
産
業
振
興
課
長

　
地
域
の
方
か
ら
農
業
施
設
を
改

修
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
相

談
か
ら
始
ま
り
、
農
業
土
木
事
業

の
申
請
を
受
け
付
け
て
か
ら
進
め

て
い
る
。

 

人
材
育
成
は

　
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
牽
引

　
　
す
る
人
材
を
具
体
的
に
ど
の

よ
う
に
育
成
し
て
い
く
の
か
。

■答　
國
安
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
地
域
運
営
組
織
が
立
ち
上
が
っ

て
い
る
採
銅
所
で
、
新
た
な
試
み

と
し
て
、
行
政
区
の
協
力
も
受
け

な
が
ら
、
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
進
め
て
い
く
こ
と
を
検
討
。
協

議
会
の
活
動
を
支
援
し
な
が
ら
、

行
政
も
一
緒
に
な
っ
て
推
進
し
て

い
き
た
い
。
内
容
は
、
協
議
会
の

な
か
で
検
討
中
で
あ
り
、
決
ま
り

次
第
報
告
す
る
。

町政を問う

け
ん
い
ん
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請負金額を６億3222万５千円から６億5025万
４千円に増額し、工期を令和６年３月20日までを
令和６年５月31日までに変更。変更理由は、基
礎工事の際、想定以上の軟弱地盤があったため、
地盤改良や鉄板敷きを行うことによる増工。

議案第８号
上清団地改良住宅新築工事（建築主体工事）
請負変更契約の締結について

厚生建設産業常任委員会レポート

議案説明

議案審査において、本状況が判明したのは昨年４
月段階であったにも関わらず、本定例会まで、そ
の状況説明が議会になかったことを指摘し、入居
予定者への丁寧な説明を求めたうえで、慎重審査
の結果、全員賛成により、原案どおり可決すべき
ものと決定。

委員長報告

Q地盤調査を事前に行うと思うが、設計時に判明
　しなかった理由は。
A新たな改良住宅の建築箇所は調査をしている。
　今回は、旧改良住宅の建物を除却し、杭打機を
　設置する場所が軟弱地盤であったため、施工者
　及び施工管理者と協議のうえ、安全性を考慮し
　変更を行った。

Q変更理由の判明時期は。また、３月定例会で変
　更契約を行うこととなった理由は。
A令和５年４月に判明した。国の補助金の受入額
　が判明するのが年末であったことなど、変更業
　務から議案の提出までに時間を要し、３月定例
　会での議案提出となった。今後は変更事案が発
　生したときに対策を含めて議会へ報告したい。

質　疑

委員長報告のとおり満場一致で可決

Q組に入っている人がごみ集積所の管理を行い、
　負担がかかっている。組に入らない人が増える
　なか、ごみ集積所の管理体制は、早期に解決す
　べき問題では。
A自主防災組織の設立など、地域防災の面からも
　組への加入を引き続き促進していく。外灯代と
　ごみ集積所の管理費用を組に入らない人にも負
　担のお願いをしている地域もあり、ごみ集積所
　の管理の在り方を検討していく。

Q看板設置などで啓発をして、違反ごみ等の対策
　を強化すべきでは。
Aごみの出し方など、看板や広報誌などで周知し
　ていく。また、ボランティアのごみの推進委員
　を地域に設置している自治体などの先進事例を
　踏まえ、対策を検討していく。

Q他地域からのごみの持ち込みは不法投棄である。
　地域だけでの解決には限界があるのでは。
A地域の問題であり行政の問題とも捉えている。
　地域の代表の方としっかりと協議し、対応して
　いきたい。

ごみ集積所の管理の課題は
（令和６年度一般会計当初予算の
　　　　　税務住民課の審査のなかで）

総務文教常任委員会レポート

地域コミュニティのあり方とも密接である「ごみ
問題」も、分別方法や収集日の啓発とともに、地
域住民以外の外から持ち込まれる「不法投棄」と
思われる違反ごみに対する対策の強化と、その対
策内容を他の地域にも情報発信するべきではない
かなどの意見がありました。

委員長報告

質　疑

現地で地盤改良箇所などを確認

対策に悩む　ごみ集積所
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要望した８項目の回答を町長からいただきま
した。回答内容は、議会活性化検討委員会及
び全員協議会で情報共有し、引き続き考察を
進めていきます。

子育て支援
要望

議会からの要望その回答内容は？
７月30日
　議員と語ろ
　う会を実施

８月～10月
要望内容を
議員で協議11月2日

議長から町長へ要望書を提出

１月30日

施策の実現・再検証

▶移住定住者に対する新築家屋の建築補助
金の創設※再要望

回答 ▶町内に移住し家を新築された子育て世代
　等に対し、100万円の補助金を交付する
　事業を令和６年度当初予算に計上する。
　（関連記事はＰ６）

高齢者支援
要望 ▶商工会が実施する奉仕活動事業への支援

　（草刈作業等が可能となるように）

回答 ▶商工会の奉仕活動事業は商工会の工業部
　会が実施しているため、商工会と協議す
　る。

要望 ▶旧不動団地跡地の売却にとらわれない積
　極的な事業展開（土地の無償譲渡による
　事業など）

回答 ▶旧不動団地跡地は、価格及び条件を見直
　し公募中。その結果により、事業展開を
　再検討する。

要望 ▶食育として学校給食での地元産食材の更
　なる活用

回答 ▶地産地消、町内業者育成の観点で地元産
　食材の納入に出来る限り努めているが、
　季節の食材が給食で使用する量には足り
　ないなど課題がある。今後も、出来る限
　りの地産地消、食育の推進に努める。

地域産業の活性化
要望 ▶基幹作業の米を活かした商品開発・施設

　整備に対する支援の具現化（米粉など）

回答 ▶特産品開発など香春産品の魅力向上を目
　指し、自らの責任で思いを実現すること
　を目指す事業者へ新たな補助事業を令和
　６年度当初予算に計上する。（関連記事
　はＰ７)

観光資源の発掘
要望 ▶梅祭りと陶器祭りの復活、花をテーマに

　した祭り等の開催

回答 ▶梅祭りは会場の問題などにより平成28年
　度に廃止。陶器祭りは商工会が実施して
　いたため、商工会と協議する。花をテー
　マとした祭り等は、桜やアジサイの時期
　に開催するオルレイベント、梅の時期に
　開催する道の駅香春の梅まつりがある。
　今後も町の観光資源を生かしたイベント
　を観光協会などと連携し検討する。

地域交通
要望 ▶地域公共交通での交通系ICカードシス

　テム
回答 ▶赤字路線などの民間事業者では高額な経

　費がかかるシステムの導入は難色を示し
　ているが、安価なシステムの実証実験を
　行っている事例もあるため情報収集して
　いく。ＡＩオンデマンドバスは運行委託
　事業者と費用対効果を考え、検討する。

要望 ▶AIオンデマンドバスの広域運行による
　医療機関や商業施設へのアクセス向上

回答 ▶自宅から町内100箇所以上のミーティン
　グポイント（停留所）まで乗り換えなし
　で行けるようになるため利便性は向上す
　る。今後１年間運行しながら利用者アン
　ケートを実施し、検討する。

検証
サイクル議長が町長から

　　　回答書を受領
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３月７日（木）に香春思永館で卒業式が行われ、卒業生と保護者にインタビュー
しました。卒業生８人、保護者８人から回答をいただきました。
ご協力ありがとうございました。

新たなる未来へ新たなる未来へ

子どもに将来
　どうなってほしいですか？

保護者インタビュー

10年後の私に向けてひと言

卒業生インタビュー

●元気しているか
●家族を大切にしろよ 

●有名になりたい 
●スポーツに関わりたい

●料理人になる

●バンドマン 
●美容師 
●バーテンダー

●役に立つ人 
●物作り（車） 
●おもちゃ作り

●保育士

●音楽の先生 
●看護師

●消防士になっていますか？

◆人のために役立てる仕事 
◆がんばれ！！ 
◆夢である学校の音楽の先生に
　なってほしい 
◆立派な看護師さん 
◆幸多き人生を願います 
◆何事にもがんばってほしい 
◆どんなことにも挑戦する人 
◆自立した大人になってほしい 

祝 卒業祝 卒業
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４月12日（金）に香春思永館で入学式が行われ、新入生と保護者にインタビューしました。
新入生14人、保護者15人から回答をいただきました。
ご協力ありがとうございました。

子どもに将来
　どうなってほしいですか？

保護者インタビュー

◆真面目になってほしい

◆優しい人　人の痛みがわかる人
　ボクサーになって

◆のびのびと成長

◆自立して頑張ってほしい

◆スケボー　オリンピックで金メダル

◆幸せになって

◆自分の好きなことをしてほしい

◆やりたいことに挑戦する子

◆元気でいてほしい（２人）

◆元気で明るく優しい子に

◆自立できる子に

◆のびのび育ってほしい

◆健康でいてほしい

◆誰とでも仲良くなれる子
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夢いっぱいの入学夢いっぱいの入学
将来の夢はなんですか？

新入生インタビュー

●ユーチューバー

●ボクサー

●野球選手 ●サッカー選手

●バイクの選手

●自衛隊

●保育士

●コンビニをしたい●看護師

●助産師

●アイドル

●警察官（２人）

●栄養士
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発
行
責
任
者
／
議
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小
松
　
新
一
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次は６月議会　皆様の傍聴をお待ちしています！
第２回定例議会　６月４日㈫～７日㈮　開催予定
次は６月議会　皆様の傍聴をお待ちしています！
第２回定例議会　６月４日㈫～７日㈮　開催予定

小松新一議長と森田憲治議員が、町村議会議員と
して15年以上在職し功労のあった者とし、全国
町村議会議長会及び福岡県町村議会議長会より表
彰されました。受賞おめでとうございます。

左：森田憲治議員
平成21年３月  初当選

右：小松新一議長
平成21年３月  初当選

祝 自治功労者表彰を受賞

本会議を傍聴していただきありがとうござい
ます。
紙面の関係上、要旨のみの掲載となりますが、
皆様からいただきました意見や感想は、今後
の改善や励みになります。引き続き傍聴に参
加した皆様へアンケートを行いますので、ご
協力をお願いします。

20代 １人
40代 １人
50代 ３人
70代 ４人

80代以上 ２人

町議会や町政に関心がある ９件
関心がある議案が提出されている ３件
議員の質問内容に関心がある ５件
議員の応援のため ４件
知人、友人等に誘われた ０件
その他 １件

初めて ４人
２～４回目 ２人
５回目以上 ５人

傍聴者の

椅子が変わってよかった。庁舎が古く、
窓のぶれがすごく、風でうるさい。議
会開会中くらい、窓・窓枠なども清掃
しておいてほしかった。（70代）

初めて傍聴させて頂き、議会の内容
を知ることが出来ました。（70代）

声

議員さんと執行部との溝がなく、とても
良いなと思いました。（20代）

３月定例

※10代、30代、60代
　は0人

●年齢は？

●傍聴理由は？（複数回答可）

●傍聴回数は？

傍聴者アンケート

その他：町長、教育長の行政報告、
　　　　６年度の施政方針を聞くため
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